
使 用 法

このように主要ハダニに対 して有効なことから、今後の使用にあたって、上手に用いる

ためにはヽ他の殺ダニ剤との組合せを十分考慮 して最高に生かす時期をとらえて用いるこ

とになろう。

本県のハダニ防除の今後の方向は、特にナミハダニ重点に考えをかかねばならない。 し

たがってこのハダニの防除を主体lC_した、 リ ンゴ′、夕
‐二、オウトウハダニなどの防除を兼

ね、 しかもドル ドー族混用可能の利点を生かした使い方とすれば、 7月 上旬期、あるいは

8月 上旬期使用が最 も望ましいことといえよう。春の開花直前期使用も考慮されるが、訪

花昆虫に対する影響等ですだ検討が残されることから、夏の防除用殺ダニ剤と考えたい。

チエックサイドは人語に対する毒性が低い特徴や、ドⅢドー液混用可能などの利点を備

えた殺夕
‐二抑であるが、つぎのことを厳守 して所用 したい。

農薬安全使用基準

対象作物

リンゴ 1,000～ 1,500倍 収 穫前 7日  2回 以内

年間の使用回数は 2回 まで用い られるが、抵抗性を逮けるために、年 1回使用にとどめ

ることが大切である。

がどうアーリーステューベンのジペレリン処理時期についてく大追試験地)

1 背 景と特徴

アー リスチューベンは、ジベレリン処理することによって無核化するばか りでなく熱期が

早まり、呆形が卵形にB巴大 し、精度が高 く、食味が良い等の点から、本県の主力品種である

キャンペルの前に出荷出来る黒色系統の品種 として有望親されている。露地裁培に■shける異

実の品質、生産の安定を目標にジペレリン処理の試験を続けた結果、好結果が得 られたので

参考に供する。

2 技 術の内容

(1)ジ ペレリンの開花前 (第 1回 目 )処理時期は無処理の満開16宇12日前が通当とみられる。

3 普 及上の留意点

(1)無 核率は樹勢の強目の場合及び処理時以後の平均気温が高い場合に無核率が高い傾向が

ある。

(2)樹 勢の維持につとめ着呆量は少な目とし、平均1.3房程度を目安に枝先、スは特に強い新

浦以外は 1新浦 1房 とし、,1房 70～9o粒 1房重350～4007を 基準に摘粒整房する。

―イ4-



ほ)着 呆過多 (1新 浦 2房 )遅採 りは、不良条件下では冬枯れ、ねむりを招き易いので着果

待」限をする必要がある。

(4)品 種特性的にキャンペル等より徒長的に伸び樹摯が強い特性を持ち耐寒性は並～和々弱

い傾向にあるため、長檎仕立が望なしいが、短長仕立では幼苗時から徒長させなぃとう充

実 した枝を残すように注意する。

(引 ジ ペレリン処理により着色は比較的早いが糖度の上昇が9t‐はない場合があるので味の乗

った時期の適期収穫に努める。

(6)着 色期の降雨で裂果を生ずる傾向があるので注意する。

5 試 験成積の切要

く1)試 験課題名  果 樹の生産安定、栽培法に関する試験

(試験項目   ぶ どう、アーリ
ースチューベンの生産安定に関する試験 )

確)試 験年次及び場所、昭和50年～52年大通試験地、現地亀ケ森

的)供 試条件                       ,

供試品種  ア
ー リースチューベン10年生短猫 2本 主枝仕立現地

″     6年 生長構仕立、大迫試験地

供試圃場  現 地 南 面傾斜テラス園雑車 々生

場内   ″      ″

供試剤 (52年 )ジ ペレリンA3錠 (3.58%)100 ppm

ベンジルアデニン液 (03%)150 ppm

処理方法 (52年 )開花前処理  シ ペレリン100 ppm単用及びペシジルアデ
ユ/150

ppm加 用の 2条件で18日前より2日置12日前亡で4

時期

開花後処理  ジ ペレリン100 ppm単用処理 (全 区 )慣 行による果

房浸漬処理

供試規模  1区 1主枝、樹別 3区制

整房その他  花 穂切詰   6/21 15～ 17段 (副穂第 1回処理時 )

摘 房   7/20  1新 捕 1～ 2房  平 均 1.5房

摘 粒   7/22  1房 当 り70～90粒        .

(■ 試 験結果

本年の生育は発芽時は高温で稔々早亡る傾向にあったが、開花時の低温により開花予想

日工少5日 の遅れとなった。過去においては50年度は
一致したが51年度は4日の遅れであ
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った。

なfお試験地 では50年は 4日 、 51年は 5～ 6日 の遅れ。

1)果 実品質  本 年は成熱期の降雨により裂果が発生 し 8月 22日 1斉 収穫 したため糖度

2)卵 形発現

3 ) 無核 率

4 ) 含核 呆

5)BA液 却!の
効   果

も15～16度で (50年 度16～ 17、51年 14～15)補 々劣 った。

本年は果経は殆んど卵形 となったが一部球形果 も認められ、 BA混 用区、

早期処理区に科々多いようであったが区間差は明かで力い。

50年度は14日前処理で劣 り、 10日前で高(51年 は卯形果の発現は低か

った。

本年は18日前が最も劣 り88.2%で あった以外95%以 上の高率で遅い処理

程高い。 50年度は14日前処理が75.2%で 最 も低 く、他は80%合 で大差が

なかった 51年度は16日前処理が46、7%で 最低、 12日 前処理83.1%で 最

高、 岳0年、 51年の試験地内長精樹での結果 も処理 コにより高低差がある

ものの傾向はほ履同一であった。

以上総格的に遅い処理程無核率は高い傾向がみられる。

本年は含核果は粒が小 ぐ球形である等の点で明かに判別可能であったが、

50年は含核果の為形はやや小さい傾向がある 外 観判別lrt不可能、51年

も同様であった。

なお、50年、51年共令核果の粒重は重か ったが精度は 1～ 2度 低かった。

なか、両年共試験地での粒重は 2～ 3夕 で現地の 47以 上に比べ小さか

った。

本年は18日前処理が単用 より稲 々高い傾向を示した以外特に力呆は認め

られず、 30年度は試験地での20日前処理区のみであるが18日前単用処理

工少神々高い (695%:71.5%)程 すであま り明かでなか った。 (他 県

では布効とされている )
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6 主 要成果の具俸的データー

生育調査 (52年 度)

果実調査

着色中間調査 (8/9)

I東  日

区

着 色 程 度
1打薦E垂言十

示 度
A

8 0 夕体>
B

C

40塚第く

単用
18日 前

提用

単用
16日 前

混用

単用
14日前

混用

単用
12日 品1

混用

標 準 無 処 理

2 0 . 2

8 ゃ6

2 9 . 8

5 . 6

3 9 . 9

1 1 . 5

4 4 , 6

2 2 . 2

24.2

31.1

35.4

30.6

4 1 . 4

4 6 . 0

4 7 , 1

5 5 , 0

5 5 6

6 0 . 3

3 4 , 9

6 3 . 8

1 8 8

4 2 5

8 , 3

22.8

100

1 5 0

1 4 . 2

1 4 . 0

1 4 . 3

1 3 1

1 3 . 6

1 3 、1

1 2 7

収破呆房分解調査(10呆房平均(a々 2、ッリ )

房長

(飢 )

房 重

(7)

音粒数

(粒)

粒重

(7)

精度計

示 度

無核麗

(%)

l房有

核粒教

1 5 5

1 6 . 5

1 5 , 4

1 6 . 3

1 5 , 3

1 5 . 5

1 5 . 5

1 5 . 3

1 4 . 7

2 3 7

3 2 0

3 7 0

3 7 4

4 0 7

3 5 7

3 6 1

4 8 7

2 3 1

61

71

8 4

8 9

9 7

8 5

8 6

9 7

5 9

4 . 7

4 . 5

生 4

4 . 2

4 _ 2

4 . 2

4 . 2

4 . 5

3 . 6

1 6 . 8

1 6 ‐2

1 6 。1

1 5 . 5

1 5 . 6

1 5 . 4

1 5 . 0

1 4 。4

1 5 . 7

8 8 . 2

9転7

9 7 . 9

9 7 . 3

9 9 . 5

9 8 . 4

1 0 0

9 1 . 8

7 . 0

5 。4

4 . 5

2 . 6

0 , 4

2 . 6

0 , 3

0 . 1

(14B前 単用  27.8 66。 7  56 135  142i326  76 4.4 15.6 100  0)

被覆処理区         '  !

(注)着 色程度 A=80%以 上、C=40%以 下 処 理区の房重は裂果のため着粒教平均粒重工少換算
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項   目

匹

処 理 時 開 花 時 ( 0 7々 ) 収 穫  後

調査

月 日

新檎長

(C材 )

葉数

〈
i枚
)

果房討記lCπ)
新梢長

(C虎)

葉数

(故)

果房長(c″)

新精長 節数 新梢径ｌ
房
第
果
第 2

果房
１
房
第
果

第 2

果房

日
理
８
処
１
前

単用

混用

無処理

6 / 6

3 3 . 8

3 1 , 4

3 1 , 9

6 . 6 1

6 . 3

6 . 6

１

　

　

８

　

　

６

■

　

４

　

４

１

　
　
８

　
　
６

４

　
　

３

　
　

３

8 6 . 4

7 8 5

7 1 . 2

1 2 . 0

1 1 . 5

1 1 . 6

1 2 , 9

1 2 . 8

9 . 4

1 0 . 9

1 0 . 6

8 . 3

1 6 5

1 3 4

1 2 2

1 9 . 6

1 8 . 3

1 6 . 6

82

８

　

　

６

７

　

　

８

晶鬼塁 湖
無処理

6 / 8

8 6 . 9

8 6 3

8 7 . 3

7 . 3

7 . 6

7 7

6 . 1

6 . 2

5 , 4

８

　

７

　

４

４

　
　
４

　
　
４

7 9 2

7 7 . 2

1 1 . 8

1 1 , 8

1 2 . 4

1 3 , 1

1 0 6

1 2 . 1

1 4 5

1 3 8

８

　
　
８

８

　
　

８

8 2

8 4

単用

前処塁  混
用

無処理

6/10

4 5 . 7

4 4 3

4 1 . 4

8.2

■9

8,1

7 . 0

7 . 2

6 . 5

９

　
　

８

　
　
８

５

　

５

　

５

8 2 . 1

8 2 . 3

1 2 . 0

1 1 . 5

1 2 . 3

1 2 . 4

1 1 . 4

1 1 . 6

５

　

　

５

1 9 , 0

1 9 5

５

　

　

３

８

　

　

８

単用

前処塁 混用
'   無

処理

6/12

5 4 . 6

5 9 , 1

4 7 . o

9 . 2

9 , 7

9 0

８

　
　
１

　
　

３

８

　
　
９

　
　
７

８

　

５

　

１

8 5 . 0

9 8 . 8

1 2 . 1

1 2 . 5

1 3 . 7

1 2 . 4

1 1 . 2

1 1 . 1

1 5 5

2 0 8

１

　
　
７

９

　

０

６

　

　

４

８

　

　

９

(14日前単打被覆処理区 41.4 8.1 6.5 5.3 71.3 H.5 13.7 12.8 121 16.7  80)



満開期その他

1 8 日前処 理 1 6日前処理 1 4 日前処 理 1 2日前処理 標準無処理

単 用 混 用 単 用 混 用 単 用 混 用 単 用 混 用 本 年 平 年

満 開  期

着 色  始

収 穫 期

6/25

7/30

8/22

6 / 2 4

7 / 3 0

a /々2

, / 2 4

7 / 3 0

/ヽ■ 2

6 / 2 4

7 / 3 0

5 / 2 2

6/24

7/30

8 / 2 2

6/24

7/30

8/22

6 / 2 4

7 / 3 0

3 / 2 2

４

　
　

　

　

　

　

　

２

切

閉

擁

6/29

8 / 1 8

9カ

５

　

　

３

　

　

９

２

　

　

１

　

　

１

過去 3年 間の結果

1 現 地圃場

К
伊目 子を 高竹
処理月日

満 開 期 収 種 期 無核粒率
( % )印ｍ

一房着粒数
平均粒重
(夕 )

躙 仄 51 52 52 51 52 52 50 52 51 52 51 52

満 開
lS日前

6/1 6/1 n/6 56.電 88,2 18.3 15.S 16.8 号■〔 88交 61 4.7

開
前日

満
１６

3 8 86.5 1■8 156 85,2 95幻 84 4.3

開
前日

満
１４

5 6/f 骸 1 躍 8/81 四 99,5 18.0 14t8 5 6 抑.8 0460 97 1 4.2

開
前日

湖
‐２

7 7 12 34 6 lo0 17,8 15.0 70.9 83.1 86 4.4 4.7 4.2

開
前日

満
的 17.4 4.5

無処理 5/19 S/22 3/23 〔J/5 y10 9/7 13ゃ8 6 14.5 15.7 〕■4 93.7 59 3.7

2 大 追試験地

項 目

区

前

日花期
開
処 満 開 期 収 稜期

( 成熱期)
無核粒率
(%)的的

一房着粒数 平 均粒重
(7)

50 51 50 50 50 50 50 51

20日 前処理

18    ″

16    ″

14    ″

12     ″

10    ″

無 処  理

S/30

6/1

3

5

7

9

G/1

3

5

7

6/23

21

22

24

22

21

24

6/25

25

25

26

一
　

　

２６

8/25

27

9/13

一　

　

‐３

7 1 . 8

69.5

73.3

70.6

6 1 . 2

67.0

1 3 . 0

59.0

6 1 . 2

62、8

73_2

一　

　

‐
・
３

20,2

20.2

20.0

20.1

20.5

20.2

24.2

16_3

15.5

16.8

16、7

16.5

688

9 1 . 7

78.6

102.8

89.6

80.7

68.4

1 4 0 . 1

1 3 6 . 0

1 3 5 5

1 1 0 . 1

90.5

2 . 9

2 . 8

2 5

3 0

2 . 9

3 . 1

2 . 8

3 1

3 . 3

3 . 2

3 。1

．　
　
３
．
２
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50年度粒重比較

試 験 地 現 地

有核粒重 無核粒重 平均粒重 有核粒重 無核粒重 平均粒重

2 0 日前 処 理

1 8     ″

1 6     ″

1 4     ″

1 2     ″

1 0     ″

無   処   理

3 . 6

3 . 5

3 . 2

3 _ 5

3 . 4

3 _ 5

2 8

2 . 5

2 . 3

2 2

2 . 6

2 , 3

2 . 8

1 2

2 f 9

2 . 3

2 . 5

3 . 0

2 . 9

3 . 1

, 2 . 8

4 、2

4 2

4 . 1

4 . 7

4 , 8

3 . 2

3 . 9

4 . 3

4 . 0

５

　

　

６

　

　

４

生

　

生

　

１
．

4 . 0

4 . 3

4 . 1

4 . 4

4 . 5

3 . 1

過去 3ケ 年にかける処理時の生育比較

ワ
新 構 長 (●死) 葉 数 (枚) 第 1果 房長 (C初)

50 51 5 2 50 51 52 50

油開1 3日前

″ 1 6 ″

″ 14 ″

″ 1 2 ″

無 処  理

満開時生育

満開 18日前

″ 16 ″

″ 14 ″

″ 12 ″

【々  投L   理逮

8 6 . 2

4 0 . 3

5 0 , 3

5 7 . 2 :

3 7 . 5

( 6 / 1 9 )

8 7 . 9

8 7 . 6

8 ■9

9 2 . 4

9 3 . 4

3 0 6

3 6 8

4 2 4

4 1 9

2 9 7

( 6 / 2 1 )

8 1 . 4

9 0 _ 4

8 2 . 1

9 3 . 1

8 6 1

3 3 . 8

3 6 . 9

4 5 , 7

5 4 6

31.9

(じ/27)

864

79.2

82.1

85.0

71.2

6 . 3

7 . 1

7 . 9

8 8

6 . 3

1 2 . 0

1 2 : 1

1 2 . 2

1 2 . 5

1 2 . 6

6 , 9

7 , 7

8 , 6

8 3

6 8

1 2 . 7

1 2 . 6

1 2 . 7

1 2 . 7

1 2 . 9

6 . 6

■3

8 . 2

9 _ 2

6 . 6

1 2 0

1 1 . 8

1 2 _ 0

1 2 . 1

1 1 . 6

5 . 6

7 . 0

9 . 7

1 0 . 3

5 8

1 4 . 4

1 6 . 0

1 4 , 7

1 4 . 7

1 1 . 1

4 . 3

5 . 8

6.6

■6

4.8

1 2 . 1

1 4 . 8

1 2 . 5

1 1 , 1

1 1 . 1

5.1

6.1

■0

8 . 8

4.6

12.9

12.4

12.3

13,7

9.4
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過去 3ケ 年間の処理時～満開時期の気象経過の比較 (大追試験地、平年値 S.88～)

ぺ 6/1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 12

天
気
瑚

50

51

52

◎①
O①
◎

◎
①
０
∞
∞
①

①
Ｏ
①
翻
○ ③

◎
翁
①
鋤∞
○
い
◎釣

①
◎
① ①

①
◎
①

①
Ｏ
◎ ②

◎
①
①

最
高
気
渦
Ｃ

5 0

5 1

5 2

平年

1 8 . 1

2 4 . 2

2 3 2

2 2 . 0

2 3 . 0

2 3 . 7

1 9 . 3

2 3 , 0

2 4 . 5

2 4 . 8

2 1 . 3

2 1 . 9

2 7 . 2

2 4 . 5

2 4 . 7

2 1 , 7

20.8

21.6

26.5

21.3

22_9

20,6

27.8

2 1 , 6

2 2 . 8

2 5 . 5

2 7 . 5

2 2 _ 5

2 6 . 8

2 2 . 3

2 5 . 7

2 3 4

2 6 . 2

2 2 . 7

2 8 . 4

2 2 . 2

2 4、9

2 3 . 7

2 8 . 2

2 2 . 4

2 3 . 5

2 1 . 2

2 4 , 7

2 2 . 7

1 6 . 8

2 4 . 4

2 4 . 9

2 3 , 7

最
低
気
温
Ｃ

5 0

5 1

5 2

平 年

1 4 . 0

1 6 . 1

1 3 . 2

1 0 . 8

1 3 . 2

1 1 , 0

1 6 . 6

9 . 6

1 2 , 9

1 6 . 8

1 1 . 7

9 6

1 4 . 2

7 . 6

1 1 . 3

1 1 _ 6

1 5 . 2

8 . 3

8 5

l o . 8

1 5 2

1 4 8

1 3 8

1 0 . 8

1 3 . 2

1 1 . 8

1 3 . 8

1 0 . 2

1 1 . 5

9 . 7

1 7 . 2

9 . 0

1 2 . 9

1 7 . ?

1 4 , 2

1 0 f 7

1 2 . 8

1 1 . 2

1 2 . 3

1 0 、9

1 0 . 6

1 0 . 8

1 7 . 3

1 0 , 8

1 2 . 4

1 2 . 8

1 7 , 4

1 1 . 2

平
均
気
温
Ｃ

50

51

52

平 年

1 6 . 1

2 0 . 2

1 8 , 2

1 6 _ 4

1 8 . 1

1 7 . 4

1 8 , 0

1 6 4

1 8 7

1 7 . 8

1 6 5

1 5 . 8

2 0 . 7

1 6 1

1 8 . 0

1 6 . 7

1 8 0

1 5 , 0

1 7 . 5

1 6 . 1

1 9 . 1

1 7 . 7

2 o , 8

1 6 . 2

1 8 . 0

1 8 7

2 0 7

1 6 3

1 9 2

1 6 . 0

2 1 . 5

1 6 . 2

1 9 6

2 0 2

2 1 . 3

1 6 . 5

1 8 . 9

1 7 _ 5

2 0 _ 3

1 6 . 7

17.1

1 6 0

2 1 . 0

1 6 8

1 4 . 6

1 8 6

2 1 . 2

1 7 . 5

降

水
母
(m)

50

51

52

平 年

0 . 8

0 . 1

o . 6

5 , 3

1 . 3

7 8 . 7

0 . 2 3 7

t l : 2

3 . 6

1 3 0

2 9 . 8

8 . 3

0 4

0 , 6

3 . 1

田
　
　
一　
　
一　
　
２．７

13.5

一
　

　

・

・
５

2 1 . 4

0 , 1

5 . 5

1 , 2

1 2 . 2

4 . 0

0 . 3

1 . 3

2 0 , o

3 _ 2

7 . 3

2 . 2

日

照

最
( h )

5 0

5 1

.  5 2

平年

一
　

　

‐

・

９

　

　

一

4.7

2 . 6

1 2

1 . 0

5 , 9

4.4

7.1

■4

4.6

6 . 9

1 0 . 2

1 2 _ 3

5 2

0 . 5

9 . 5

5 . 6

3 . 5

6 , 7

3 6

4 . 7

7 . 8

2 _ 4

5 . 5

1 1 . 3

0 . 8

8 。2

5 1

8 5

0 4 6

4 、9

5 0

3 3

0 . 3

■2

5_3

7 . r

l . 9

1 . 9

5 5

4 . 6

1 1 . 0

3 . 6

湿 ヽ

度

(% )

5 0

5 1

5 2

平 年

8 4

7 9

8 7

7 7

8 4

6 5

7 8

7 3

7 7

6 1

8 4

7 4

7 0

6 0

5 9

7 8

9 3

6 1

9 4

7 9

86

90

78

81

94

61

77

77

7 0

8 0

9 2

7 8

6 9

8 2

7 3

7 7

71

71

78

76

7 2

1 0 0

8 0

7 7

8 7

7 5

6 8

7 0

(注)① ～開花前日数と処理日
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平年偏差値

(注 :気 温はCを 示す )

各県における (50～ 51年)

アーリースチューベンのGA処理効果(GA濃度は1びOppm前後と回処理)

青森畑田試

6レ/1 2 3 4 5 6 7 8 9 11 12

降水最
( m )

高
温

最
気

低
温

最
気

均

温

平
気

最
＞

　

度
ｊ

照

ｈ
　
　
　
％

日
く

　

撮
く

50

51

52

50

51

52

50

51

52

50

51

52

50

51

52

50

51

52

-3.9

2 . 2

1 . 2

3 , 2

1 5 . 3

2 . 4

- 0 3

S . 8

1 . 8

- 4 . 5

- 5 . 2

- 4 . 7

- 2 . 8

7

2

10

0

0 . 7

- 3 . 7

3 . 6

1 . 4

■0

1.?
‐
1丁0

1 . 6

1 . 1

7 8 . 5

- 3 . 3

- 2 _ 7

- 4 . 9

1 1

- 8

5

2 . 6

3 5

- 0 . 6

3 . 3

1 . 2

2 . 1

2 . 9

2 . 0

0 , 7

- 0 . 2

2 . 5

2 . 8

3

-13

3

5 , 5

2 , 8

3 . 0

2 . 6

- 4 . 0

- 0 . 3

4 . 0

- 0 . 6

1 . 3

- 3 . 4

７

０

１

■

５
．

■

８

８

８

一
　
・１
　
一

- 0 . 5

0 . 3

5 . 2

4 . 4

- 2 , 5

- 2 . 3

1 . 9

- 1 . 1

1 . 4

4 . 3

2 1 . 5

- 5 . 1

3 . 9

14

- 1 8

15

1 . 3

- 1 . 0

6 . 2

4 . 4

4 . 0

3 . 0

2 . 9

1 . 5

4 6

- 2 , 7

-2.5

-0.1

3。1

5

0

-3

0 . 3

3 . 0

5 . 0

8 . 0

1 . 6

3 , 6

1 . 7

2 . 4

4 . 4

2 . 6

-0,8

2 . 3

- 3 . 1

17

-16

0

3 . 4

- 1 . 1

2 . 3

2 . 5

0 . 2

8 . 2

3 . 0

判 . 2

5 3

1 2 , 0

6 . 2

-4.3

-119t

r8

2

-14 1

4 . 0

0 . 5

6 . 2

2 . 2

7 . 0

3 . 5

3 . 1

3 , 7

4 . 8

1 5 . 9

-5,4

3 . F

―-4、4

- 0 . I

8

5

‐-4

2 : 5

1 . 3

1 5 . 8

1 . 9

0 . 3

1 . 4

2 . 2

0 . 8

8 , 6

-2.8

8:2

-2,0

- 5 . 0

f  l , 9

「-5

-5

2

「 0 . 8

- l . 5

1 2 . 0

千0 . 2

0

6 . 5

o . 3

- 0 . 8

4ち2

-2,9

- 1 . 9

1 6 . 8

2 2

- 3 . 6

二8 . 6

-5

2 3

1 3

千6 . 9

0 . 7

1 . 2

1 . 2

1 . 6

6 . 2

- 2 . 9

1 . 1

3 7

5 。1

1 . 0

7 . 8

17

1 5

- 2

窯
果
房
重
ω

同
左
粒
教

無呆
粒
重
核(の

糠計

不

度度 陶

無
核
粒
率

天
　
　
気

降…
　
耐
ｍ Ｃ

平
均
気
試

（最
小
）

湿
　
　
度

摘 要
～

52

l 1 6 1 2 2 日前

は4120 ″

llD 1 8 ″

16 ″

無 処 理

2 6 1

2 7 3

2 5 3

2 9 3

1 0 6

7 4

6 2

6 6

7 6

4 0

3 . 4

4 . 1

3 S

3 . 7

2 . 4

1 4 . 5

1 4 , 7

1 3 , S

1 2 1 2

1 0 . 6

1 0 0

9 7

1 0 0

1 0 0

0

○

○

◎

ぅ

一
　

一

0.8

0 , 1

1 8 6

2 1 . 6

1 8 , 9

2 2 . 0

51

( 1 8 1 2 0  ″

0018 ″

llo 1 6 ″

l1913 ″

無 処 理

1 1 3

9 7

2 0 4

1 4 4

2 1 9

6 0

5 0

5 1

5 0

7 0

2 2

2 , 1

3 . 7

3 . 5

2 _ 7

1 4 . 0

1 3 . 0

1 4 . 1

1 4 . 1

1 3 . 0

6 4

6 3

7 6

6 6

⑥

◎

①

◎

０
・
こ

一Ｈ

　

一
．　
一

1 8 . 8

1 4 . 9

1 9。1

1 8 . 6

6 8

5 9 i

4 0

6 0

16、13日前が優る無核率

は現地南部町で15日(95め
13(65)、10(42)、8(25)、青

森19(b6)、17(99)、lS(100)

であったと

50

14 ″

12 ″

無 処 理

3 5 5

4 8 4

1 4 1

一　

十　

一

5 . 6

5 , 6

3 . 2

1 4 . 9

1 0 . 4

1 0 , 8

100

100

0

一　

十　

一

一　

一　

一

一　

一　

一

一　

一　

一

ト
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北海道中央試

果
房
重
０

同
左
粒
教

果
粒
重
０

無
　
　
核

糖計

不

度度

無核
粒
鞠

天

気

降

雨
ｍ

平均気網

（最
小
）

湿
　
　
度

適 要

50

14

10

7

無 処 理

2 2 2

1 7 5

2 3 4

６３

４ ２

５７

一

２，９

３．９

摘

・

1 7 . 8

1 ■7

1 7 . 5

91

100

100

現地余市 2ケ所では無核

率は22日前(99%)13(100)

及び払 20、18、15日前何
れも100彰であ った。

山  梨

52

2 0

18

1 6

14

1 1

無 処 理

2 4 3

2 2 0

2 1 0

2 9 3

2 1 6

1 9 0

65

61

68

78

56

61

3 . 5

3 . 3

8 . 5

3 . 7

3 . 6

3 . 1

1 4 . 9

1 4 . 2

1 4 . 2

1 4 . 5

1 4 。4

1 3 , 5

7 6

7 5

7 7

7 7

7 5

処理後果房長大 きいほど
効果大 18～14日前処理で

効果高い

新措の強いものは無核率

低下花穂過大

51

0い 15

11D 14

861 12

110 10

CD  8

無 処 理

1 9 5

3 6 4

3 5 7

2 3 4

2 1 8

５３

９ ０

８ ５

６ ２

４ ９

一

3 . 6

4 . 0

3 . 6

3 . 4

3 . 4

1 3 . 0

1 3 . 2

1 3 5

1 3 3

1 3 . 6

7 8

9 8

9 6

8 6

8 1

①

①

◎

◎

◎

22.4

21.4

1 9 ` 1

1 9 . 3

2 1 . 1

14日前がお期、16～12日の

間にある。新柚弱い方が

無核率高い、AtB10.34加

用、効果 も高まる。

50

16

14

12

10

8

無 処 理

2 4 0

2 8 0

2 6 2

2 6 1

3 0 6

1 7 8

8 2

8 9

8 1

8 6

8 9

6 4

2 . 7

3 . 0

2 . 9

2 . 5

2 . 8

8 . 7

1 6 . 6

1 6 . 0

1 5 . 8

1 6 . 2

1 5 . 7

1 6 . 2

8 o

9 4

8 8

7 6

6 6

エアロすルo p loop pm力回用

整房、摘心で無核効果高
まる。

註 処 理日の ( ).内 数字は予定処理 日を示。
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石川、秒丘試

呆
房
重
０

同
左
粒
数

燃粒
重掬

糖計

不

度度

無核
粒翅

天
　
　
気

降
、
雨

備 に

平
均
気
温

（最
小
）

湿
　
　
度

摘 要

52

17

15

13

10

7

無 処 理

2 0 5

1 8 0

1 9 0

1 9 7

1 7 8

2 0 5

7 3

7 0

5 9

6 3

5 9

5 0

2 _ 3

2 . 7

2 . 7

2 . 4

2 . 3

4 . 0

7 0

7 7

7 3

5 5

5 7

◎

◎

◎

①

①

12

0

1 8 , 5

1 3 . 3

1 8 . 0

1 9 . 9

1 8 . 9

5 7

5 9

7 1

5 0

6 2

13、15日前で無核率高い、

樹勢強い方が無核率高 く

現れる,9～10葉展葉で高
い

現地 ハ ウス では 14日前

(10財 )12(75)10(57)8(37)

6(26)であ った。

51

19

17

15

12

無 処 理

2 5 8

2 1 5

1 3 7

1 6 9

2 0 8

6 ?

5 4

3 5

4 4

5 7

3 . 2

3 . 4

3 . 6

3 _ 4

3 , 7

68

75

84

81

0

e

○

◎

◎

1

1

20_3

18.3

21.5

1 9 。3

67

40

5け

74

早期処理は房長大になる

が粒数滅

三五、伊賀農区

7 ?

7 8

6 7

7 1

8 6

3 . 8

3 7

3 丁9

3 . 9

3 . 4

1 7 . 6

1 7 . 6

1 7 . 4

1 8 . 2

1 6 . 3

7 5 C 恵D 一

1 1十一

11～14日前処理で無核零

高い。
1日前後処理日はずれたて

ア 残 された問題点

(1〕無核率は年による振れが大きいので安定化技術の開発が必要である。

修)BA液 剤加用効果は他の試験例では有効 とされているので更に検討をする必要がある。

伸)短 浦仕立で冬粘れする例が多いので、適正着呆量を検討する必要がある。
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